
入
所・退
所

入
所・退
所

　

寄　
　

贈

　

出　

張
・
研　

修

8

８　

月

　

２　

瑞
穂
町
自
立
支
援
協
議
会

（
戸
村
・
西
出
）

　

６　

依
存
症
講
習
会　
　
　
（
神
山
）

　

８　

Ｗ
Ｊ
理
事
会　
　
　
　
（
髙
橋
）

　

９　

精
神
業
務
連
絡
会

（
藤
澤
・
冨
田
））

　

15　

現
任
研
修
フ
ァ
シ
リ

（
16
日
迄　

神
山
）

　

20　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

（
神
山
・
増
渕
）

　
　
　

虐
待
防
止
・
権
利
擁
護
研
修

（
山
崎
純
）

　

21　

武
蔵
村
山
市
就
労
支
援
部
会

（
冨
田
・
茂
木
・
神
山
）

　

22　

虐
待
防
止
・
権
利
擁
護
研
修

（
橋
本
）

　
　
　

就
労
ネ
ッ
ト　
　
　
　
（
鈴
木
）

　

27　

工
賃
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（

大
庭
）

　
　
　

相
談
支
援
現
任
者
研
修

（
28
日
迄　

戸
村
）

　

28　

武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会

（
髙
橋
・
冨
田
）

９　

月

　

２　

多
摩
総
公
開
講
座　
　
（
冨
田
）

　

３　

Ｊ
Ｄ
Ｆ
能
登
被
災
地
支
援

（
７
日
迄　

松
木
）

　

４　

虐
待
防
止
・
権
利
擁
護
研
修

（
田
中
隆
）

　

10　

精
神
就
労
定
着
支
援
研
修（

齋
藤
）

　
　
　

け
る
ん
講
演
会　
　
（
冨
田
）

　

12　

ゼ
ン
コ
ロ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

（
13
日
迄　

遠
藤
）

　

13　

地
域
連
携
会
議
（
藤
澤
・
冨
田
）

　

17　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

（
神
山
・
増
渕
）

　
　
　

強
度
行
動
障
害
支
援
研
修

（
加
藤
千
）

　

18　

接
遇
・
マ
ナ
ー
法
人
内
研
修

　

19　

接
遇
・
マ
ナ
ー
法
人
内
研
修

　
　
　

防
火
管
理
者
研
修　
　
（
戸
村
）

　

24　

瑞
穂
町
就
労
部
会（

戸
村
・
西
出
）

　

25　

サ
ビ
管
更
新
研
修　
　
（
藤
澤
）

　

26　

就
労
ネ
ッ
ト　
　
　
（
鈴
木
）

　

27　

初
任
研
修
フ
ァ
シ
リ
（
神
山
）

　
　
　

任
意
の
会　
　
　
　
　
（
鈴
木
）

　

30　

就
労
選
択
支
援
勉
強
会（
冨
田
）

　
　
　

障
害
者
雇
用
連
絡
会
議（
中
原
）

10　

月

　

１　

初
任
者
研
修（
２
日
迄　

宮
川
）

　

３　

強
度
行
動
障
害
研
修（
田
中
隆
）

　

11　

精
神
業
務
連
絡
会（

藤
澤
・
冨
田
）

　

７　

サ
ビ
管
更
新
研
修　
　
（
戸
村
）

　

15　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

（
神
山
・
増
渕
）

　

17　

Ｗ
Ｊ
国
際
交
流
（
髙
橋
・
遠
藤
）

　

18　

防
火
管
理
者
研
修　
　
（
戸
村
）

　

22　

安
全
運
転
管
理
者
講
習（
永
井
）

　

23　

武
蔵
村
山
市
就
労
支
援
部
会

（
冨
田
・
茂
木
・
神
山
）

　
　
　

社
福
法
人
連
絡
会　
（
西
出
）

　

24　

Ｗ
Ｊ
国
際
交
流
（
髙
橋
・
遠
藤
）

　
　
　

就
労
ネ
ッ
ト
（
鈴
木
・
田
中
隆
）

　

29　

Ｊ
Ｄ
労
働
雇
用
意
見
交
流
会

（
遠
藤
）

　

30　

初
任
研
修
フ
ァ
シ
リ

（
31
日
迄
・
神
山
）

　

31　

東
久
留
米
特
別
支
援
校
連
絡
会

（
冨
田
・
鈴
木
）

11　

月

　

１　

Ｗ
Ｊ
理
事
会　
　
　
　
（
髙
橋
）

　

６　

多
摩
連
絡
会
議　
　
　
（
冨
田
）

　

８　

地
域
連
携
会
議　
　
　
（
藤
澤
）

　

７　

食
品
衛
生
講
習
会　
　
（
大
月
）

　

13　

強
度
行
動
障
害
研
修
（
増
渕
）

　

15　

羽
村
特
支
運
営
連
絡
協
議
会

（
西
田
）

　

19　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　

20　

ゼ
ン
コ
ロ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

　
　
　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ　
　
（
遠
藤
）

　

22　

権
利
擁
護
連
携
会
議
（
冨
田
）

　

25　

西
多
摩
の
会　
　
　
（
利
根
川
）

　

27　

武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会

（
髙
橋
・
冨
田
）

　
　
　

初
任
研
修
フ
ァ
シ
リ
（
神
山
）

　

28　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
従
事
者
講
習

（
田
中
駿
）

　
　
　

就
労
ネ
ッ
ト　
　
　
　
（
鈴
木
）

12　

月

　

５　

強
度
行
動
障
害
研
修（
田
中
隆
）

　

10　

安
全
運
転
管
理
者
講
習

（
五
十
嵐
・
戸
村
）

　

12　

た
ら
ん
と
講
演
会　

（
冨
田
・
利
根
川
・
中
原
）

　
　
　

虐
待
・
身
体
拘
束
法
人
内
研
修

　

13　

４
市
合
同
相
談
支
援
交
流
会

（
神
山
・
増
渕
）

　
　
　

精
神
業
務
連　
（
藤
澤
・
冨
田
）

　

17　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

（
神
山
・
増
渕
）

　
　
　

虐
待
・
身
体
拘
束
法
人
内
研
修

　

18　

あ
す
は
の
会
事
例
報
告
会

（
神
山
・
増
渕
）

　
　
　

武
蔵
村
山
市
就
労
支
援
部
会

（
冨
田
・
茂
木
・
神
山
）

　

20　

強
度
行
動
障
害
研
修（
田
中
隆
）

　

23　

就
労
選
択
支
援
勉
強
会（
冨
田
）

　

26　

就
労
ネ
ッ
ト
（
鈴
木
・
田
中
隆
）

＊
出
張
・
研
修
に
は
リ
モ
ー
ト

に
よ
る
会
議
も
含
ま
れ
ま
す
。

■
入
所

　

８
月　

Ｓ
・
Ｋ　
　
　
（
さ
く
ら
）

　

９
月　

會
田　

千
秋
（
あ
ゆ
み
）

　
　
　
　

中
原　

敏
子
（
瑞
穂
就
労
）

　

10
月　

福
岡　

菜
央
（
授
産
所
）

　
　
　
　

島
田　

俊
夫
（
授
産
所
）

■
退
所

　

８
月　

武
藤　

浩
一
（
と
ら
い
）

　

９
月　

井
上　

弘
樹
（
授
産
所
）

　
　
　
　

齊
藤　

寿
之
（
授
産
所
）

　
　
　
　

橋
本　

達
典
（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

岡
部　

伸
司
（
あ
ゆ
み
）

　

10
月　

服
部　
　

泉
（
あ
ゆ
み
）

　

11
月　

永
井　

章
博
（
ま
ど
か
）

　

９
月
18
日
、
ブ
ー
ル
ミ
ッ
シ

ュ
様
よ
り
お
菓
子
の
ご
寄
贈
を

頂
き
ま
し
た
。
謹
ん
で
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

12
月
21
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
ゆ
み
に
お
い
て
、
イ
オ
ン
モ

ー
ル
む
さ
し
村
山
様
よ
り
ク
リ

ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
ご
寄
贈

を
頂
き
ま
し
た
。
謹
ん
で
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
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皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
も
色
々
な
事
が
あ
り
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
ま
ず
、
日
本

を
元
気
に
し
て
く
れ
た
話
題
と
言
え

ば
、
日
本
中
を
沸
か
せ
た
大
谷
翔
平

選
手
で
す
。
50
―
50
（
50
本
塁
打
50

盗
塁
）
を
達
成
、
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
ワ

ー
ル
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
も
貢
献
し
、

二
年
連
続
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
と
り
ま
し
た
。

一
昨
年
に
手
術
し
た
右
肘
の
リ
ハ
ビ

リ
の
た
め
、
打
者
一
本
で
挑
ん
だ
今

季
は
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
一
番
打
者
も
経

験
、
私
生
活
で
も
結
婚
か
ら
愛
犬
ま

で
常
に
注
目
の
的
と
な
り
ま
し
た
。

同
じ
日
本
人
と
し
て
誇
り
に
思
い
ま

す
。
次
に
パ
リ
オ
リ
・
パ
ラ
で
す
。

メ
ダ
ル
数
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
45
個
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
41
個
と
非
常
に
健

闘
し
ま
し
た
。
特
に
印
象
に
残
っ
た

選
手
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
女
子

や
り
投
げ
の
北
口
榛
花
選
手
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
車
椅
子
テ
ニ
ス
男
子
の

小
田
凱
人
選
手
で
す
。
北
口
選
手
は

陸
上
日
本
女
子
フ
ィ
ー
ル
ド
種
目
初

の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
と
い
う
快
挙
に
加

え
、
天
真
爛
漫
な
人
柄
に
も
人
気
が

集
ま
り
、
オ
フ
に
は
テ
レ
ビ
に
も
か

な
り
出
演
し
ま
し
た
。
小
田
選
手
は

一
八
歳
に
し
て
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

初
出
場
に
し
て
パ
ラ
車
椅
子
テ
ニ
ス

男
子
史
上
最
年
少
で
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
ま
し
た
。
九
歳
の
時
に
骨
肉
腫

を
発
症
し
、
主
治
医
に
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
を
勧
め
ら
れ
車
椅
子
テ
ニ
ス
を
始

め
た
そ
う
で
す
が
、
非
常
に
志
が
高

く
、
今
後
の
活
躍
も
お
お
い
に
楽
し

み
で
あ
り
ま
す
。

　

明
る
い
話
題
の
一
方
で
、
去
年
の

元
日
に
発
生
し
た
能
登
の
地
震
は
一

年
経
過
し
た
今
も
尚
、
復
興
は
遅
々

と
し
て
進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。
観
測

史
上
七
回
目
と
な
る
最
大
震
度
七
を

記
録
し
た
輪
島
市
や
志
賀
町
の
甚
大

な
被
害
の
様
子
は
テ
レ
ビ
を
通
し
て

目
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
幹
線
道

路
は
九
割
が
復
旧
し
ま
し
た
が
、
中

心
地
よ
り
離
れ
て
い
る
場
所
で
は
ま

だ
片
側
通
行
の
場
所
が
多
く
、
各
地

で
渋
滞
が
頻
発
し
て
、
復
興
に
不
可

欠
な
資
材
の
運
搬
の
遅
れ
が
復
興
を

阻
む
要
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
新
年
を
ど
の
よ
う
な
想
い
で
迎
え

ら
れ
た
の
か
、
能
登
の
方
々
の
心
情

を
察
す
る
に
一
刻
も
早
い
復
興
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

　

国
外
に
目
を
向
け
る
と
、
長
期
化

す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
ガ
ザ
紛
争

か
ら
広
が
る
中
東
地
域
の
情
勢
不
安

等
、
世
界
は
今
、
緊
張
状
態
が
非
常

に
高
い
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
時
期
に
日
本
原
水
爆
被
害
者

団
体
協
議
会
（
日
本
被
団
協
）
が
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
に
輝
い
た
の
は
、
今

の
世
相
へ
の
危
機
感
を
如
実
に
現
し

て
い
ま
す
。

　

授
賞
式
で
は
日
本
被
団
協
代
表
委

員
の
田
中
熙
巳
氏
が
「
人
類
が
核
で

自
滅
し
な
い
よ
う
に
」
、
「
核
な
き

世
界
へ
話
し
合
い
を
」
と
核
廃
絶
に

向
け
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
ま
し
た
。

「
ま
た
被
爆
者
ら
の
高
齢
化
を
踏
ま

え
、
こ
れ
か
ら
は
私
達
が
や
っ
て
き

た
運
動
を
次
の
世
代
の
皆
さ
ん
が
工

夫
し
て
築
い
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
日
本
こ

そ
が
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
に

向
け
、
国
際
社
会
を
リ
ー
ド
し
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
受
賞
に
対
し
て
日
本
政
府
が
ど
の

よ
う
に
応
え
る
の
か
注
目
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
理
事
長
と
し
て
こ
こ

に
居
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
は
私
の

幼
い
頃
の
怪
我
が
も
た
ら
し
た
縁
で

あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
否
、
そ
の
怪
我
が
父
と
あ
か

つ
き
コ
ロ
ニ
ー
を
繋
ぎ
、
父
の
思
い

を
私
が
引
き
継
い
だ
と
言
っ
た
方
が

正
し
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
小
学
四
年
生
の
時
に
交
通
事

故
に
遭
い
ま
し
た
。
今
か
ら
約
七
〇

年
前
、
当
時
は
良
い
病
院
も
な
く
、

父
は
非
常
に
苦
労
し
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。
現
在
私
は
障
害
者
手
帳
五
級

で
す
。
右
足
首
が
曲
が
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
毎
日
一
万
歩
を
歩
き
ま
す

し
好
き
な
ゴ
ル
フ
を
し
て　
―
ス
コ
ア

は
１
０
０
前
後
で
す
が
―　

非
常
に
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
今
の
私
が
在
る
の

は
父
が
一
生
懸
命
病
院
を
探
し
て
く

れ
た
お
陰
な
の
で
す
が
、
そ
の
過
程

で
父
は
川
上
幸
一
氏
（
後
の
第
四
代

目
理
事
長
）
と
親
し
く
な
り
、
法
人

設
立
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
当
時
父
と
親
交
の
あ
っ
た
鳩
山

威
一
郎
氏
の
紹
介
で
日
産
自
動
車
の

オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
の
下
請
け
ま
で

辿
り
着
い
た
訳
で
す
。

　

あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
は
最
初
の
認

可
（
一
九
六
八
年
）
か
ら
既
に
五
六

年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
父
や
川
上

先
生
ら
諸
先
輩
方
が
苦
労
し
て
創
り

上
げ
て
き
た
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
が
、

今
や
２
２
０
名
程
が
在
籍
す
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。
老
朽
化
し
い
よ
い

よ
建
替
え
を
控
え
た
こ
の
建
物
を
前

に
、
あ
か
つ
き
の
礎
を
築
い
て
き
た

先
輩
方
に
想
い
を
馳
せ
る
と
感
慨
も

ひ
と
し
お
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
が
ま
と
め
た
数
字
に

よ
る
と
二
〇
二
三
年
の
国
の
身
体
障

が
い
者
は
約
４
３
６
万
人
、
知
的
障

が
い
者
は
約
１
９
４
万
４
千
人
、
精

神
障
害
者
は
約
４
１
９
万
３
千
人
、

合
わ
せ
て
約
９
６
４
万
７
千
人
と
な

り
、
全
体
の
約
７
．
６
％
、
ざ
っ
と

人
口
の
13
人
に
１
人
強
は
障
が
い
者

と
い
う
こ
と
で
す
。
高
齢
化
に
よ
り

今
後
も
右
肩
上
が
り
で
増
え
て
い
く

と
予
想
さ
れ
ま
す
。
一
方
で
障
が
い

者
の
法
定
雇
用
率
が
今
年
度
、
２
．

５
％
（
民
間
企
業
）
に
引
き
上
げ
ら

れ
、
今
後
も
引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
法
廷
雇
用
率
の
引
き
上

げ
が
雇
用
を
推
し
進
め
て
い
る
こ
と

は
事
実
で
す
。
し
か
し
、
現
場
の
体

制
が
追
い
付
か
な
い
ま
ま
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
雇
用
率
と
達
成
義
務
化
に

よ
り
、
障
が
い
者
雇
用
の
あ
り
方
に

疑
問
や
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
本

当
の
意
味
で
社
会
で
共
に
働
く
こ
と

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
職
場
を
含

め
た
社
会
全
体
に
障
が
い
に
対
す
る

理
解
や
認
識
を
更
に
浸
透
さ
せ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
一
年
も
法
人
運
営
を
通
し
て

共
に
働
き
、
共
に
生
き
る
社
会
を
創

り
上
げ
て
い
く
よ
う
、
皆
様
と
共
に

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。3
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

令
和
も
早
い
も
の
で
７
年
目
の
年

と
な
り
、
法
人
も
創
立
57
年
目
の
年

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
年
明
け
早
々
の
１
日
に
能
登

の
震
災
が
発
生
し
多
く
の
犠
牲
者
が
出

ま
し
た
。
今
な
お
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
方
が
多
く
お
り
、
一
年

た
っ
た
今
で
も
終
息
は
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
本
年
は
大
き
な
災
害
が
起
き
な
い

こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

昨
年
は
建
て
替
え
工
事
を
実
施
す

べ
く
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

工
事
費
の
高
騰
や
人
手
不
足
等
の
影

響
も
あ
り
、
昨
年
10
月
に
行
っ
た
入

札
は
不
調
の
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
後
図
面
の
変
更
等
を

行
い
、
再
入
札
に
向
け
て
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
原
稿
を
書

い
て
い
る
時
点
で
は
ま
だ
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
が
定
ま
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

何
と
か
早
く
再
入
札
を
実
施
し
、
建

て
替
え
工
事
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
建
物
の
大
部
分
は
昭
和
49

年
か
ら
昭
和
55
年
の
間
に
３
回
の
工

事
で
建
て
ら
れ
た
施
設
で
す
の
で
、

築
50
年
か
ら
築
46
年
に
な
り
ま
す
。

私
が
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
に
入
社
し

た
の
が
昭
和
62
年
で
す
の
で
、
大
体

築
10
年
が
過
ぎ
た
頃
で
し
た
。
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
４
階
建
て
の
建
物

は
、
当
時
と
し
て
は
立
派
な
風
体
を

構
え
、
周
辺
は
畑
し
か
な
く
高
い
建

物
は
無
か
っ
た
の
で
、
遠
方
か
ら
も

そ
び
え
た
ち
目
立
つ
建
物
で
し
た
。

　

共
に
年
月
を
重
ね
、
共
に
歩
ん
で

き
た
37
年
で
す
が
、
現
在
の
建
物
は

私
の
コ
ロ
ニ
ー
人
生
そ
の
も
の
が
詰

ま
っ
て
い
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
建
物
も
も
う
す
ぐ
解
体
さ
れ
、

来
年
４
月
に
は
新
築
さ
れ
ま
す
が
、

や
は
り
50
年
間
支
え
て
き
て
く
れ
た

建
物
で
あ
り
、
そ
の
姿
を
こ
の
紙
面

に
て
残
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

写
真
①（
表
紙
写
真
）
は
、
建
物
を

南
側
か
ら
撮
っ
た
写
真
で
す
。
右
か
ら

本
館
４
階
建
て
、
作
業
棟
３
階
建
て
、

新
館
３
階
建
て
と
並
ん
で
い
ま
す
が
、

か
な
り
壁
が
汚
れ
劣
化
が
目
立
っ
て
い

ま
す
。
各
階
の
斜
め
の
外
階
段
が
特
徴

で
す
が
、
本
体
壁
か
ら
分
離
さ
れ
た
構

造
に
な
っ
て
い
て
、
何
と
な
く
降
り
る

の
が
怖
い
感
覚
が
あ
り
ま
す
。

　

写
真
②
は
建
物
を
東
側
か
ら
撮
っ

た
写
真
で
、
２
階
か
ら
４
階
が
写
っ

て
い
ま
す
。
柱
の
数
の
多
さ
が
い
か

に
も
昔
の
建
物
と
い
っ
た
印
象
で
、

２
階
と
３
階
は
以
前
は
利
用
者
が
生

活
し
て
い
た
寮
で
し
た
。
４
階
は
食

堂
と
な
っ
て
お
り
、
今
で
も
給
食
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
４
階
の
右

端
は
大
浴
場
と
小
浴
場
が
あ
り
、
入

所
施
設
の
名
残
が
残
っ
て
い
ま
す
。

厨
房
と
浴
室
の
下
は
寮
の
居
室
が
あ

り
ま
し
た
が
、
防
水
の
劣
化
か
ら
よ

く
水
漏
れ
が
発
生
し
、
修
理
に
苦
慮

し
た
も
の
で
し
た
。

　

写
真
③
は
真
ん
中
に
位
置
す
る
作

業
棟
の
屋
上
が
自
由
に
出
入
り
で
き

る
屋
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
な
り
の
広
さ
が
あ
り
、
休
憩
時

間
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
天

気
が
い
い
と
富
士
山
も
よ
く
見
え
気
持

ち
が
い
い
空
間
で
す
。
昔
は
屋
上
で
納

涼
祭
や
盆
踊
り
も
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
近
所
迷
惑
に
な
る
こ
と
か
ら
出

来
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

写
真
④
は
食
堂
で
す
。
広
く
は
な

い
で
す
が
４
階
に
あ
り
窓
も
大
き
い

の
で
、
光
が
煌
々
と
入
り
眺
め
が
よ
く
、

気
持
ち
よ
く
食
事
が
で
き
る
空
間
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

名
残
惜
し
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
す

が
、
建
物
も
老
朽
が
進
み
、
施
設
と

し
て
の
機
能
も
限
界
に
来
て
い
ま
す
。

建
て
替
え
後
は
現
在
の
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
に
加
え
、
就
労
移
行
支

援
と
生
活
介
護
を
新
設
し
、
新
た
な

50
年
が
始
ま
り
ま
す
。
結
核
回
復
者

の
働
く
場
か
ら
始
ま
っ
た
第
一
期
は

旧
建
物
と
一
緒
に
一
区
切
り
し
、
次

の
世
代
に
は
新
し
い
建
物
で
新
た
な

歴
史
を
築
い
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力

の
も
と
障
害
者
の
自
立
支
援
、
就
労

支
援
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
も
色
々
な
事
が
あ
り
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
ま
ず
、
日
本

を
元
気
に
し
て
く
れ
た
話
題
と
言
え

ば
、
日
本
中
を
沸
か
せ
た
大
谷
翔
平

選
手
で
す
。
50
―
50
（
50
本
塁
打
50

盗
塁
）
を
達
成
、
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
ワ

ー
ル
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
も
貢
献
し
、

二
年
連
続
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
と
り
ま
し
た
。

一
昨
年
に
手
術
し
た
右
肘
の
リ
ハ
ビ

リ
の
た
め
、
打
者
一
本
で
挑
ん
だ
今

季
は
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
一
番
打
者
も
経

験
、
私
生
活
で
も
結
婚
か
ら
愛
犬
ま

で
常
に
注
目
の
的
と
な
り
ま
し
た
。

同
じ
日
本
人
と
し
て
誇
り
に
思
い
ま

す
。
次
に
パ
リ
オ
リ
・
パ
ラ
で
す
。

メ
ダ
ル
数
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
45
個
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
41
個
と
非
常
に
健

闘
し
ま
し
た
。
特
に
印
象
に
残
っ
た

選
手
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
女
子

や
り
投
げ
の
北
口
榛
花
選
手
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
車
椅
子
テ
ニ
ス
男
子
の

小
田
凱
人
選
手
で
す
。
北
口
選
手
は

陸
上
日
本
女
子
フ
ィ
ー
ル
ド
種
目
初

の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
と
い
う
快
挙
に
加

え
、
天
真
爛
漫
な
人
柄
に
も
人
気
が

集
ま
り
、
オ
フ
に
は
テ
レ
ビ
に
も
か

な
り
出
演
し
ま
し
た
。
小
田
選
手
は

一
八
歳
に
し
て
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

初
出
場
に
し
て
パ
ラ
車
椅
子
テ
ニ
ス

男
子
史
上
最
年
少
で
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
ま
し
た
。
九
歳
の
時
に
骨
肉
腫

を
発
症
し
、
主
治
医
に
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
を
勧
め
ら
れ
車
椅
子
テ
ニ
ス
を
始

め
た
そ
う
で
す
が
、
非
常
に
志
が
高

く
、
今
後
の
活
躍
も
お
お
い
に
楽
し

み
で
あ
り
ま
す
。

　

明
る
い
話
題
の
一
方
で
、
去
年
の

元
日
に
発
生
し
た
能
登
の
地
震
は
一

年
経
過
し
た
今
も
尚
、
復
興
は
遅
々

と
し
て
進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。
観
測

史
上
七
回
目
と
な
る
最
大
震
度
七
を

記
録
し
た
輪
島
市
や
志
賀
町
の
甚
大

な
被
害
の
様
子
は
テ
レ
ビ
を
通
し
て

目
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
幹
線
道

路
は
九
割
が
復
旧
し
ま
し
た
が
、
中

心
地
よ
り
離
れ
て
い
る
場
所
で
は
ま

だ
片
側
通
行
の
場
所
が
多
く
、
各
地

で
渋
滞
が
頻
発
し
て
、
復
興
に
不
可

欠
な
資
材
の
運
搬
の
遅
れ
が
復
興
を

阻
む
要
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
新
年
を
ど
の
よ
う
な
想
い
で
迎
え

ら
れ
た
の
か
、
能
登
の
方
々
の
心
情

を
察
す
る
に
一
刻
も
早
い
復
興
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

　

国
外
に
目
を
向
け
る
と
、
長
期
化

す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
ガ
ザ
紛
争

か
ら
広
が
る
中
東
地
域
の
情
勢
不
安

等
、
世
界
は
今
、
緊
張
状
態
が
非
常

に
高
い
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
時
期
に
日
本
原
水
爆
被
害
者

団
体
協
議
会
（
日
本
被
団
協
）
が
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
に
輝
い
た
の
は
、
今

の
世
相
へ
の
危
機
感
を
如
実
に
現
し

て
い
ま
す
。

　

授
賞
式
で
は
日
本
被
団
協
代
表
委

員
の
田
中
熙
巳
氏
が
「
人
類
が
核
で

自
滅
し
な
い
よ
う
に
」
、
「
核
な
き

世
界
へ
話
し
合
い
を
」
と
核
廃
絶
に

向
け
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
ま
し
た
。

「
ま
た
被
爆
者
ら
の
高
齢
化
を
踏
ま

え
、
こ
れ
か
ら
は
私
達
が
や
っ
て
き

た
運
動
を
次
の
世
代
の
皆
さ
ん
が
工

夫
し
て
築
い
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
日
本
こ

そ
が
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
に

向
け
、
国
際
社
会
を
リ
ー
ド
し
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
受
賞
に
対
し
て
日
本
政
府
が
ど
の

よ
う
に
応
え
る
の
か
注
目
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
理
事
長
と
し
て
こ
こ

に
居
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
は
私
の

幼
い
頃
の
怪
我
が
も
た
ら
し
た
縁
で

あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
否
、
そ
の
怪
我
が
父
と
あ
か

つ
き
コ
ロ
ニ
ー
を
繋
ぎ
、
父
の
思
い

を
私
が
引
き
継
い
だ
と
言
っ
た
方
が

正
し
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
小
学
四
年
生
の
時
に
交
通
事

故
に
遭
い
ま
し
た
。
今
か
ら
約
七
〇

年
前
、
当
時
は
良
い
病
院
も
な
く
、

父
は
非
常
に
苦
労
し
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。
現
在
私
は
障
害
者
手
帳
五
級

で
す
。
右
足
首
が
曲
が
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
毎
日
一
万
歩
を
歩
き
ま
す

し
好
き
な
ゴ
ル
フ
を
し
て　
―
ス
コ
ア

は
１
０
０
前
後
で
す
が
―　

非
常
に
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
今
の
私
が
在
る
の

は
父
が
一
生
懸
命
病
院
を
探
し
て
く

れ
た
お
陰
な
の
で
す
が
、
そ
の
過
程

で
父
は
川
上
幸
一
氏
（
後
の
第
四
代

目
理
事
長
）
と
親
し
く
な
り
、
法
人

設
立
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
当
時
父
と
親
交
の
あ
っ
た
鳩
山

威
一
郎
氏
の
紹
介
で
日
産
自
動
車
の

オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
の
下
請
け
ま
で

辿
り
着
い
た
訳
で
す
。

　

あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
は
最
初
の
認

可
（
一
九
六
八
年
）
か
ら
既
に
五
六

年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
父
や
川
上

先
生
ら
諸
先
輩
方
が
苦
労
し
て
創
り

上
げ
て
き
た
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
が
、

今
や
２
２
０
名
程
が
在
籍
す
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。
老
朽
化
し
い
よ
い

よ
建
替
え
を
控
え
た
こ
の
建
物
を
前

に
、
あ
か
つ
き
の
礎
を
築
い
て
き
た

先
輩
方
に
想
い
を
馳
せ
る
と
感
慨
も

ひ
と
し
お
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
が
ま
と
め
た
数
字
に

よ
る
と
二
〇
二
三
年
の
国
の
身
体
障

が
い
者
は
約
４
３
６
万
人
、
知
的
障

が
い
者
は
約
１
９
４
万
４
千
人
、
精

神
障
害
者
は
約
４
１
９
万
３
千
人
、

合
わ
せ
て
約
９
６
４
万
７
千
人
と
な

り
、
全
体
の
約
７
．
６
％
、
ざ
っ
と

人
口
の
13
人
に
１
人
強
は
障
が
い
者

と
い
う
こ
と
で
す
。
高
齢
化
に
よ
り

今
後
も
右
肩
上
が
り
で
増
え
て
い
く

と
予
想
さ
れ
ま
す
。
一
方
で
障
が
い

者
の
法
定
雇
用
率
が
今
年
度
、
２
．

５
％
（
民
間
企
業
）
に
引
き
上
げ
ら

れ
、
今
後
も
引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
法
廷
雇
用
率
の
引
き
上

げ
が
雇
用
を
推
し
進
め
て
い
る
こ
と

は
事
実
で
す
。
し
か
し
、
現
場
の
体

制
が
追
い
付
か
な
い
ま
ま
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
雇
用
率
と
達
成
義
務
化
に

よ
り
、
障
が
い
者
雇
用
の
あ
り
方
に

疑
問
や
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
本

当
の
意
味
で
社
会
で
共
に
働
く
こ
と

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
職
場
を
含

め
た
社
会
全
体
に
障
が
い
に
対
す
る

理
解
や
認
識
を
更
に
浸
透
さ
せ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
一
年
も
法
人
運
営
を
通
し
て

共
に
働
き
、
共
に
生
き
る
社
会
を
創

り
上
げ
て
い
く
よ
う
、
皆
様
と
共
に

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。3
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事 
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

令
和
も
早
い
も
の
で
７
年
目
の
年

と
な
り
、
法
人
も
創
立
57
年
目
の
年

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
年
明
け
早
々
の
１
日
に
能
登

の
震
災
が
発
生
し
多
く
の
犠
牲
者
が
出

ま
し
た
。
今
な
お
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
方
が
多
く
お
り
、
一
年

た
っ
た
今
で
も
終
息
は
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
本
年
は
大
き
な
災
害
が
起
き
な
い

こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

昨
年
は
建
て
替
え
工
事
を
実
施
す

べ
く
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

工
事
費
の
高
騰
や
人
手
不
足
等
の
影

響
も
あ
り
、
昨
年
10
月
に
行
っ
た
入

札
は
不
調
の
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
後
図
面
の
変
更
等
を

行
い
、
再
入
札
に
向
け
て
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
原
稿
を
書

い
て
い
る
時
点
で
は
ま
だ
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
が
定
ま
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

何
と
か
早
く
再
入
札
を
実
施
し
、
建

て
替
え
工
事
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
建
物
の
大
部
分
は
昭
和
49

年
か
ら
昭
和
55
年
の
間
に
３
回
の
工

事
で
建
て
ら
れ
た
施
設
で
す
の
で
、

築
50
年
か
ら
築
46
年
に
な
り
ま
す
。

私
が
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
に
入
社
し

た
の
が
昭
和
62
年
で
す
の
で
、
大
体

築
10
年
が
過
ぎ
た
頃
で
し
た
。
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
４
階
建
て
の
建
物

は
、
当
時
と
し
て
は
立
派
な
風
体
を

構
え
、
周
辺
は
畑
し
か
な
く
高
い
建

物
は
無
か
っ
た
の
で
、
遠
方
か
ら
も

そ
び
え
た
ち
目
立
つ
建
物
で
し
た
。

　

共
に
年
月
を
重
ね
、
共
に
歩
ん
で

き
た
37
年
で
す
が
、
現
在
の
建
物
は

私
の
コ
ロ
ニ
ー
人
生
そ
の
も
の
が
詰

ま
っ
て
い
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
建
物
も
も
う
す
ぐ
解
体
さ
れ
、

来
年
４
月
に
は
新
築
さ
れ
ま
す
が
、

や
は
り
50
年
間
支
え
て
き
て
く
れ
た

建
物
で
あ
り
、
そ
の
姿
を
こ
の
紙
面

に
て
残
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

写
真
①（
表
紙
写
真
）
は
、
建
物
を

南
側
か
ら
撮
っ
た
写
真
で
す
。
右
か
ら

本
館
４
階
建
て
、
作
業
棟
３
階
建
て
、

新
館
３
階
建
て
と
並
ん
で
い
ま
す
が
、

か
な
り
壁
が
汚
れ
劣
化
が
目
立
っ
て
い

ま
す
。
各
階
の
斜
め
の
外
階
段
が
特
徴

で
す
が
、
本
体
壁
か
ら
分
離
さ
れ
た
構

造
に
な
っ
て
い
て
、
何
と
な
く
降
り
る

の
が
怖
い
感
覚
が
あ
り
ま
す
。

　

写
真
②
は
建
物
を
東
側
か
ら
撮
っ

た
写
真
で
、
２
階
か
ら
４
階
が
写
っ

て
い
ま
す
。
柱
の
数
の
多
さ
が
い
か

に
も
昔
の
建
物
と
い
っ
た
印
象
で
、

２
階
と
３
階
は
以
前
は
利
用
者
が
生

活
し
て
い
た
寮
で
し
た
。
４
階
は
食

堂
と
な
っ
て
お
り
、
今
で
も
給
食
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
４
階
の
右

端
は
大
浴
場
と
小
浴
場
が
あ
り
、
入

所
施
設
の
名
残
が
残
っ
て
い
ま
す
。

厨
房
と
浴
室
の
下
は
寮
の
居
室
が
あ

り
ま
し
た
が
、
防
水
の
劣
化
か
ら
よ

く
水
漏
れ
が
発
生
し
、
修
理
に
苦
慮

し
た
も
の
で
し
た
。

　

写
真
③
は
真
ん
中
に
位
置
す
る
作

業
棟
の
屋
上
が
自
由
に
出
入
り
で
き

る
屋
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
な
り
の
広
さ
が
あ
り
、
休
憩
時

間
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
天

気
が
い
い
と
富
士
山
も
よ
く
見
え
気
持

ち
が
い
い
空
間
で
す
。
昔
は
屋
上
で
納

涼
祭
や
盆
踊
り
も
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
近
所
迷
惑
に
な
る
こ
と
か
ら
出

来
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

写
真
④
は
食
堂
で
す
。
広
く
は
な

い
で
す
が
４
階
に
あ
り
窓
も
大
き
い

の
で
、
光
が
煌
々
と
入
り
眺
め
が
よ
く
、

気
持
ち
よ
く
食
事
が
で
き
る
空
間
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

名
残
惜
し
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
す

が
、
建
物
も
老
朽
が
進
み
、
施
設
と

し
て
の
機
能
も
限
界
に
来
て
い
ま
す
。

建
て
替
え
後
は
現
在
の
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
に
加
え
、
就
労
移
行
支

援
と
生
活
介
護
を
新
設
し
、
新
た
な

50
年
が
始
ま
り
ま
す
。
結
核
回
復
者

の
働
く
場
か
ら
始
ま
っ
た
第
一
期
は

旧
建
物
と
一
緒
に
一
区
切
り
し
、
次

の
世
代
に
は
新
し
い
建
物
で
新
た
な

歴
史
を
築
い
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力

の
も
と
障
害
者
の
自
立
支
援
、
就
労

支
援
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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瑞穂町心身障害者（児）福祉センター あゆみ瑞穂町心身障害者（児）福祉センター あゆみ

就労継続支援Ｂ型瑞穂町福祉作業所さくら就労継続支援Ｂ型瑞穂町福祉作業所さくら
『
４
市
相
談
支
援
事
業
所
交
流
会
』

あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

主
任　

神
山　

明
美

　

12
月
13
日
、
東
村
山
サ
ン
パ
ル
ネ
に
て
４

市
相
談
支
援
事
業
所
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、

参
加
し
ま
し
た
の
で
、
報
告
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

４
市
相
談
支
援
事
業
所
交
流
会
と
は
、
小

平
市
、
東
村
山
市
、
東
大
和
市
、
武
蔵
村
山
市

の
相
談
支
援
事
業
所
の
情
報
交
換
の
場
と
し

て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
前
ま
で

は
、
相
談
支
援
事
業
所
交
流
会
が
定
期
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。例
え
ば
、報
酬
改
定
に

伴
う
意
見
交
換
会
や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
の
上
映
会
の
開
催
な
ど
、
相
談
支
援
に
関

わ
る
学
習
会
を
行
い
、
地
域
を
越
え
て
相
談

事
業
所
間
の
情
報
交
換
・
交
流
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。今
回
は
、各
市
の
相
談
員
か
ら
以
前

の
様
な
交
流
会
の
開
催
を
望
む
声
が
多
数
上

が
り
、５
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
前
に
各
市
の
主
任
相
談
支
援
専
門
員
や

基
幹
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
拠
点
機
関
の
職
員

が
中
心
と
な
っ
て
企
画
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

企
画
を
す
る
中
で
各
地
域
の
拠
点
機
関
の
繋

が
り
を
強
固
に
し
、
各
市
で
の
拠
点
機
関
の

取
り
組
み
の
一
助
と
な
る
こ
と
も
目
的
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。交
流
会
の
テ
ー
マ
は『
日
々

の
支
援
の
困
っ
た
こ
と
・
地
域
課
題
は
ど
う

し
て
い
る
？
』
〜
普
段
の
悩
み
や
自
立
支
援

協
議
会
の
活
用
な
ど
、地
域
を
超
え
て
、み
ん

な
で
考
え
よ
う
〜
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
70
名
近
い
相
談
員
が
集
ま
り
ま
し

た
。　

第
１
部
は
各
市
か
ら
、自
立
支
援
協
議

会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
発
表
で
し
た
。

地
域
の
課
題
を
ど
う
取
り
上
げ
て
、
解
決
に

繋
げ
て
い
る
か
の
事
例
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
に
よ
っ
て
人
口
や
環
境
、
社
会
資
源
等

も
異
な
り
ま
す
が
、
障
害
者
状
況
を
比
較
す

る
と
そ
の
割
合
や
傾
向
は
類
似
し
て
い
ま
し

た
。各
市
の
自
立
支
援
協
議
会
に
つ
い
て
は
、

そ
の
組
織
や
構
成
、
ま
た
運
営
は
様
々
で
し

た
が
、課
題
解
決
に
向
け
て
、研
究
会
や
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
け
て
の
検
討
や
新
た

な
支
援
事
業
の
創
設
な
ど
、
他
市
の
取
り
組

み
は
大
変
参
考
に
な
り
、
意
見
交
換
も
活
発

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
日
々
の
困
り
ご
と
や
地
域
の
課

題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
テ
ー
マ
に

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。グ
ル
ー

プ
内
で
は
他
事
業
所
の
相
談
員
が
日
々
の
支

援
に
同
じ
よ
う
な
悩
み
や
疑
問
を
抱
き
、
そ

れ
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
発
見
や
捉

え
方
の
ヒ
ン
ト
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。短
い
時
間
の
ワ
ー
ク
で
し
た
が
、収
穫
で

き
た
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
と
て
も
大
き
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
近
隣
地
域
で
の
相
談
支
援
専
門
員

の
交
流
会
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、こ
れ
か
ら
も
地
域
で
の
連
携
を
深
め
、

地
域
福
祉
、
支
援
の
充
実
を
共
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す

Ｊ
Ｄ
Ｆ
能
登
半
島
地
震
支
援
セ
ン
タ
ー
派
遣

支
援
報
告　
　
　
　
　
　

（
令
和
６
年
９
月
３
日
〜
７
日
）

総
務　

松
木　

千
香

　

『
能
登
は
や
さ
し
や
土
ま
で
も
』

　

人
は
も
と
よ
り
土
ま
で
も
優
し
い
と
い
う
能
登
半
島

へ
、
令
和
６
年
９
月
初
旬
に
障
が
い
者
の
方
の
被
災
地

支
援
と
し
て
現
地
入
り
し
ま
し
た
。

　

七
尾
市
の
と
あ
る
日
本
家
屋
の
家
で
『
こ
の
茶
器
も

ら
っ
て
い
い
か
？
』
と
見
知
ら
ぬ
中
国
人
が
家
に
来
て
、

精
神
障
が
い
の
方
の
お
宅
か
ら
、
高
価
な
も
の
を
持
っ

て
行
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
二
階
の
屋
根
裏
部
屋
か
ら
、

こ
れ
は
要
る
、
こ
れ
は
要
ら
な
い
と
、
必
要
の
な
い
も
の
は

軽
ト
ラ
へ
積
み
込
み
運
搬
し
ま
し
た
。
現
在
は
目
の
前

の
仮
設
住
宅
へ
移
り
住
み
、
家
は
狭
い
け
ど
エ
ア
コ
ン

が
効
い
て
快
適
だ
と
笑
顔
で
お
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

輪
島
市
に
お
住
ま
い
の
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
ご
兄

弟
の
お
宅
は
半
壊
の
状
態
で
し
た
。
入
院
し
て
い
る
病

院
か
ら
か
け
つ
け
、
家
に
残
っ
て

い
る
大
切
な
も
の
を
捜
索
し
に
、

一
緒
に
家
の
中
に
入
り
ま
し
た
。

家
の
中
は
地
震
発
生
当
時
の
ま
ま

で
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
に
は

元
日
の
食
事
の
食
器
が
散
乱
し
て

い
ま
し
た
。
携
帯
電
話
の
ラ
イ
ト

で
足
も
と
を
照
ら
し
、
物
を
か
き

分
け
て
の
捜
索
で
し
た
が
、
家
の

中
を
土
足
で
捜
索
し
て
い
る
状
態

に
気
が
引
け
ま
し
た
。
印
鑑
や
一

級
建
築
士
の
免
許
証
な
ど
を
見
つ

け
出
し
、
『
障
が
い
を
持
っ
て
い

る
か
ら
こ
れ
が
無
い
と
仕
事
に
就

く
の
が
難
し
い
』
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
し

ま
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

七
尾
市
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室
の
一
部
屋
が
、
飲
み

か
け
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
そ
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
中
身
を
す
す
い
で
キ
ャ
ッ
プ
と
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
分
別
す
る
と
い
う
支
援
を
し
ま
し
た
。
軽
ト
ラ

２
台
分
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
近
く
の
産
業
廃
棄
物
処
理

場
に
持
ち
込
む
作
業
を
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。
何
年
も

経
過
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
に
は
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
蓋
を
開
け
る
と
炭
酸
で
は
な
い
の
に

シ
ュ
ワ
ッ
と
い
っ
た
り
、
中
か
ら
ナ
タ
デ
コ
コ
み
た
い

な
も
の
が
現
れ
た
り
、
と
に
か
く
あ
と
二
、
三
口
で
飲

み
終
わ
る
の
に
飲
み
き
れ
ず
そ
の
ま
ま
何
年
も
経
っ
て

し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
方
の
片
付
け
は
一
日

で
は
終
わ
ら
ず
、
来
週
以
降
の
支
援
者
の
ク
ー
ル
に
引

き
継
ぎ
を
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
支
援
で
は
、
震
災
当
時
の
お
話
や
ご
家
族
の

話
な
ど
を
う
か
が
い
な
が
ら
そ
の
方
の
ペ
ー
ス
に
合
わ

せ
て
片
付
け
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

中
に
は
、
重
た
い
も
の
を
運
ん
で
も

ら
い
た
か
っ
た
か
ら
男
性
が
良
か
っ

た
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
目
に
涙
を
浮
か
べ
、
地

震
は
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
か
ら
と
言

い
聞
か
せ
、
少
し
だ
け
前
向
き
に
現

状
を
受
け
入
れ
て
い
る
と
い
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

写
真
は
、
支
援
の
最
終
日
に
撮
っ

た
一
枚
で
す
。
熊
本
、
福
井
、
奈
良
、

横
浜
か
ら
か
け
つ
け
た
一
同
で
す
。

　10月17日（木）、埼玉県日高市にあるサイボクハムへ日帰りバス
旅行に行きました。昨年の旅行では、三井アウトレットパーク入間
のビュッフェレストランで昼食を食べ、その後に所沢航空公園の航
空記念館へ行きましたが、１日２か所を回るスケジュールはやや忙
しく感じたため、今年は１か所をゆっくり満喫することにしました。
　旅行には利用者11名、職員９名が参加しました。

　旅行の朝は利用者を乗せ
た送迎車は箱根ヶ崎駅西口
に直行し、そこで待機してい
た観光バスに乗り換えます。
平日の昼間ということもあり、
渋滞もなくサイボクハムには
11時半ごろに到着しました。
天気は快晴で、到着後は皆で
集合写真を撮りました。
　昼食は、サイボクハムの温
泉施設内にある「レストラン

花鳥風月」で食べま
した。事前に３つの
メニュー（ハンバー
グ膳、やわらか角煮
膳、名物とんかつ膳）の中から好きな物を選んでいただきまし
たが、ハンバーグ膳が一番人気で、次にとんかつ膳が人気でし
た。サイボクハムのレストランということでお肉料理はとても
美味しかったです。
　昼食後は自由時間で、お土産を買いにミートショップ（ウ
ィンナーやハム、コロッケなどのお惣菜やパンを販売）へ行
ったり、サイボクキッチンという軽食を扱うお店でソフト
クリームやフライドポテトなど食べたりして過ごしました。
　皆さんのお腹が満たされたところで帰りの時間になりまし
た。バスに乗車し、行きと同じく箱根ヶ崎駅西口で送迎車に乗
換え、帰路につきました。
　美味しい物を食べて、ゆっくり過ごすことができた良い旅行
でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　文：利根川　正

　令和６年11月22日（金）、福祉作業所さくらでは日帰り旅行
で「富士サファリパーク」に行ってきました。当日は曇りで雨は
降りませんでした。富士山を見ることは出来ませんでしたが、
時々晴れ間がのぞく場面もあり数々の動物たちの姿を見るこ
とが出来ました。
　さくらの近くの瑞穂斎場の駐車場で1台の大型バスに全員で
乗り込み、圏央道、東名高速を利用し一路「富士サファリパーク」
まで向かいました。しかしながら、さっそくの渋滞に巻き込まれ、
行きの道中で予定より１時間押しのハプニングでスタートしま
した。パーキングエリアでの休憩を取りつつ、まずは「御殿場バ
イキングレストラン麦畑」で昼食を取りました。１時間半の予定
を１時間に切り詰めての昼食でしたが、皆さん思い思いの料理
をお皿一杯にとってきて、時間一杯まで食事を楽しみました。

　本日の目玉
「富士サファ
リパーク」に
到着した際に
は天気にも恵
まれ、大型バ
スに乗ったま
ま動物たち
の元へ進んで
いきました。
まず初めにク

マ、ライオン、
チーター、トラ
と獰猛な肉食
動物たちのエ
リアが続き、そ
れぞれの堂々
としたたたず
まいに皆さん興奮の車内。その後、ゾウ、サイ、キリン、ラクダ、
シマウマ等と草食動物のエリアでも元気な動物たちの姿にま
だまだ興奮状態。気が付けばあっという間の散策時間でした。
　お土産の時間も若干切り詰めて再び東名高速、圏央道に
乗りますが、再び１時間押しの渋滞。17時過ぎにさくらに到
着予定でいたのですが、実際には19時過ぎになってしまい
ました。またそこからさくらの送迎バスで帰宅される皆さ
んが帰宅したのは20時を超えている方もいました。
　コロナ過もあり数年間行えなかった日帰り旅行でしたが、
昨年度の八景島シーパラダイスに続き今年度も誰一人怪我も
なく、渋滞以外は無事に終えることが出来ました。道中、おと
なしい方がたくさん喋る姿など、普段見られないような姿も
見受けられて職員としても驚きがありました。
　翌週から普段の仕事の日々に戻りましたが、また次回の日
帰り旅行の無事に参加出来るように日頃から健康で元気に、
今後も共に働く活気のある事業所にしていきたいと思ってい
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　文：西出　英高
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日

瑞穂町心身障害者（児）福祉センター あゆみ瑞穂町心身障害者（児）福祉センター あゆみ

就労継続支援Ｂ型瑞穂町福祉作業所さくら就労継続支援Ｂ型瑞穂町福祉作業所さくら
『
４
市
相
談
支
援
事
業
所
交
流
会
』

あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

主
任　

神
山　

明
美

　

12
月
13
日
、
東
村
山
サ
ン
パ
ル
ネ
に
て
４

市
相
談
支
援
事
業
所
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、

参
加
し
ま
し
た
の
で
、
報
告
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

４
市
相
談
支
援
事
業
所
交
流
会
と
は
、
小

平
市
、
東
村
山
市
、
東
大
和
市
、
武
蔵
村
山
市

の
相
談
支
援
事
業
所
の
情
報
交
換
の
場
と
し

て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
前
ま
で

は
、
相
談
支
援
事
業
所
交
流
会
が
定
期
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。例
え
ば
、報
酬
改
定
に

伴
う
意
見
交
換
会
や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
の
上
映
会
の
開
催
な
ど
、
相
談
支
援
に
関

わ
る
学
習
会
を
行
い
、
地
域
を
越
え
て
相
談

事
業
所
間
の
情
報
交
換
・
交
流
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。今
回
は
、各
市
の
相
談
員
か
ら
以
前

の
様
な
交
流
会
の
開
催
を
望
む
声
が
多
数
上

が
り
、５
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
前
に
各
市
の
主
任
相
談
支
援
専
門
員
や

基
幹
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
拠
点
機
関
の
職
員

が
中
心
と
な
っ
て
企
画
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

企
画
を
す
る
中
で
各
地
域
の
拠
点
機
関
の
繋

が
り
を
強
固
に
し
、
各
市
で
の
拠
点
機
関
の

取
り
組
み
の
一
助
と
な
る
こ
と
も
目
的
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。交
流
会
の
テ
ー
マ
は『
日
々

の
支
援
の
困
っ
た
こ
と
・
地
域
課
題
は
ど
う

し
て
い
る
？
』
〜
普
段
の
悩
み
や
自
立
支
援

協
議
会
の
活
用
な
ど
、地
域
を
超
え
て
、み
ん

な
で
考
え
よ
う
〜
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
70
名
近
い
相
談
員
が
集
ま
り
ま
し

た
。　

第
１
部
は
各
市
か
ら
、自
立
支
援
協
議

会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
発
表
で
し
た
。

地
域
の
課
題
を
ど
う
取
り
上
げ
て
、
解
決
に

繋
げ
て
い
る
か
の
事
例
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
に
よ
っ
て
人
口
や
環
境
、
社
会
資
源
等

も
異
な
り
ま
す
が
、
障
害
者
状
況
を
比
較
す

る
と
そ
の
割
合
や
傾
向
は
類
似
し
て
い
ま
し

た
。各
市
の
自
立
支
援
協
議
会
に
つ
い
て
は
、

そ
の
組
織
や
構
成
、
ま
た
運
営
は
様
々
で
し

た
が
、課
題
解
決
に
向
け
て
、研
究
会
や
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
け
て
の
検
討
や
新
た

な
支
援
事
業
の
創
設
な
ど
、
他
市
の
取
り
組

み
は
大
変
参
考
に
な
り
、
意
見
交
換
も
活
発

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
日
々
の
困
り
ご
と
や
地
域
の
課

題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
テ
ー
マ
に

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。グ
ル
ー

プ
内
で
は
他
事
業
所
の
相
談
員
が
日
々
の
支

援
に
同
じ
よ
う
な
悩
み
や
疑
問
を
抱
き
、
そ

れ
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
発
見
や
捉

え
方
の
ヒ
ン
ト
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。短
い
時
間
の
ワ
ー
ク
で
し
た
が
、収
穫
で

き
た
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
と
て
も
大
き
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
近
隣
地
域
で
の
相
談
支
援
専
門
員

の
交
流
会
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、こ
れ
か
ら
も
地
域
で
の
連
携
を
深
め
、

地
域
福
祉
、
支
援
の
充
実
を
共
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す

Ｊ
Ｄ
Ｆ
能
登
半
島
地
震
支
援
セ
ン
タ
ー
派
遣

支
援
報
告　
　
　
　
　
　

（
令
和
６
年
９
月
３
日
〜
７
日
）

総
務　

松
木　

千
香

　

『
能
登
は
や
さ
し
や
土
ま
で
も
』

　

人
は
も
と
よ
り
土
ま
で
も
優
し
い
と
い
う
能
登
半
島

へ
、
令
和
６
年
９
月
初
旬
に
障
が
い
者
の
方
の
被
災
地

支
援
と
し
て
現
地
入
り
し
ま
し
た
。

　

七
尾
市
の
と
あ
る
日
本
家
屋
の
家
で
『
こ
の
茶
器
も

ら
っ
て
い
い
か
？
』
と
見
知
ら
ぬ
中
国
人
が
家
に
来
て
、

精
神
障
が
い
の
方
の
お
宅
か
ら
、
高
価
な
も
の
を
持
っ

て
行
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
二
階
の
屋
根
裏
部
屋
か
ら
、

こ
れ
は
要
る
、
こ
れ
は
要
ら
な
い
と
、
必
要
の
な
い
も
の
は

軽
ト
ラ
へ
積
み
込
み
運
搬
し
ま
し
た
。
現
在
は
目
の
前

の
仮
設
住
宅
へ
移
り
住
み
、
家
は
狭
い
け
ど
エ
ア
コ
ン

が
効
い
て
快
適
だ
と
笑
顔
で
お
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

輪
島
市
に
お
住
ま
い
の
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
ご
兄

弟
の
お
宅
は
半
壊
の
状
態
で
し
た
。
入
院
し
て
い
る
病

院
か
ら
か
け
つ
け
、
家
に
残
っ
て

い
る
大
切
な
も
の
を
捜
索
し
に
、

一
緒
に
家
の
中
に
入
り
ま
し
た
。

家
の
中
は
地
震
発
生
当
時
の
ま
ま

で
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
に
は

元
日
の
食
事
の
食
器
が
散
乱
し
て

い
ま
し
た
。
携
帯
電
話
の
ラ
イ
ト

で
足
も
と
を
照
ら
し
、
物
を
か
き

分
け
て
の
捜
索
で
し
た
が
、
家
の

中
を
土
足
で
捜
索
し
て
い
る
状
態

に
気
が
引
け
ま
し
た
。
印
鑑
や
一

級
建
築
士
の
免
許
証
な
ど
を
見
つ

け
出
し
、
『
障
が
い
を
持
っ
て
い

る
か
ら
こ
れ
が
無
い
と
仕
事
に
就

く
の
が
難
し
い
』
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
し

ま
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

七
尾
市
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室
の
一
部
屋
が
、
飲
み

か
け
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
そ
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
中
身
を
す
す
い
で
キ
ャ
ッ
プ
と
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
分
別
す
る
と
い
う
支
援
を
し
ま
し
た
。
軽
ト
ラ

２
台
分
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
近
く
の
産
業
廃
棄
物
処
理

場
に
持
ち
込
む
作
業
を
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。
何
年
も

経
過
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
に
は
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
蓋
を
開
け
る
と
炭
酸
で
は
な
い
の
に

シ
ュ
ワ
ッ
と
い
っ
た
り
、
中
か
ら
ナ
タ
デ
コ
コ
み
た
い

な
も
の
が
現
れ
た
り
、
と
に
か
く
あ
と
二
、
三
口
で
飲

み
終
わ
る
の
に
飲
み
き
れ
ず
そ
の
ま
ま
何
年
も
経
っ
て

し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
方
の
片
付
け
は
一
日

で
は
終
わ
ら
ず
、
来
週
以
降
の
支
援
者
の
ク
ー
ル
に
引

き
継
ぎ
を
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
支
援
で
は
、
震
災
当
時
の
お
話
や
ご
家
族
の

話
な
ど
を
う
か
が
い
な
が
ら
そ
の
方
の
ペ
ー
ス
に
合
わ

せ
て
片
付
け
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

中
に
は
、
重
た
い
も
の
を
運
ん
で
も

ら
い
た
か
っ
た
か
ら
男
性
が
良
か
っ

た
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
目
に
涙
を
浮
か
べ
、
地

震
は
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
か
ら
と
言

い
聞
か
せ
、
少
し
だ
け
前
向
き
に
現

状
を
受
け
入
れ
て
い
る
と
い
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

写
真
は
、
支
援
の
最
終
日
に
撮
っ

た
一
枚
で
す
。
熊
本
、
福
井
、
奈
良
、

横
浜
か
ら
か
け
つ
け
た
一
同
で
す
。

　10月17日（木）、埼玉県日高市にあるサイボクハムへ日帰りバス
旅行に行きました。昨年の旅行では、三井アウトレットパーク入間
のビュッフェレストランで昼食を食べ、その後に所沢航空公園の航
空記念館へ行きましたが、１日２か所を回るスケジュールはやや忙
しく感じたため、今年は１か所をゆっくり満喫することにしました。
　旅行には利用者11名、職員９名が参加しました。

　旅行の朝は利用者を乗せ
た送迎車は箱根ヶ崎駅西口
に直行し、そこで待機してい
た観光バスに乗り換えます。
平日の昼間ということもあり、
渋滞もなくサイボクハムには
11時半ごろに到着しました。
天気は快晴で、到着後は皆で
集合写真を撮りました。
　昼食は、サイボクハムの温
泉施設内にある「レストラン

花鳥風月」で食べま
した。事前に３つの
メニュー（ハンバー
グ膳、やわらか角煮
膳、名物とんかつ膳）の中から好きな物を選んでいただきまし
たが、ハンバーグ膳が一番人気で、次にとんかつ膳が人気でし
た。サイボクハムのレストランということでお肉料理はとても
美味しかったです。
　昼食後は自由時間で、お土産を買いにミートショップ（ウ
ィンナーやハム、コロッケなどのお惣菜やパンを販売）へ行
ったり、サイボクキッチンという軽食を扱うお店でソフト
クリームやフライドポテトなど食べたりして過ごしました。
　皆さんのお腹が満たされたところで帰りの時間になりまし
た。バスに乗車し、行きと同じく箱根ヶ崎駅西口で送迎車に乗
換え、帰路につきました。
　美味しい物を食べて、ゆっくり過ごすことができた良い旅行
でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　文：利根川　正

　令和６年11月22日（金）、福祉作業所さくらでは日帰り旅行
で「富士サファリパーク」に行ってきました。当日は曇りで雨は
降りませんでした。富士山を見ることは出来ませんでしたが、
時々晴れ間がのぞく場面もあり数々の動物たちの姿を見るこ
とが出来ました。
　さくらの近くの瑞穂斎場の駐車場で1台の大型バスに全員で
乗り込み、圏央道、東名高速を利用し一路「富士サファリパーク」
まで向かいました。しかしながら、さっそくの渋滞に巻き込まれ、
行きの道中で予定より１時間押しのハプニングでスタートしま
した。パーキングエリアでの休憩を取りつつ、まずは「御殿場バ
イキングレストラン麦畑」で昼食を取りました。１時間半の予定
を１時間に切り詰めての昼食でしたが、皆さん思い思いの料理
をお皿一杯にとってきて、時間一杯まで食事を楽しみました。

　本日の目玉
「富士サファ
リパーク」に
到着した際に
は天気にも恵
まれ、大型バ
スに乗ったま
ま動物たち
の元へ進んで
いきました。
まず初めにク

マ、ライオン、
チーター、トラ
と獰猛な肉食
動物たちのエ
リアが続き、そ
れぞれの堂々
としたたたず
まいに皆さん興奮の車内。その後、ゾウ、サイ、キリン、ラクダ、
シマウマ等と草食動物のエリアでも元気な動物たちの姿にま
だまだ興奮状態。気が付けばあっという間の散策時間でした。
　お土産の時間も若干切り詰めて再び東名高速、圏央道に
乗りますが、再び１時間押しの渋滞。17時過ぎにさくらに到
着予定でいたのですが、実際には19時過ぎになってしまい
ました。またそこからさくらの送迎バスで帰宅される皆さ
んが帰宅したのは20時を超えている方もいました。
　コロナ過もあり数年間行えなかった日帰り旅行でしたが、
昨年度の八景島シーパラダイスに続き今年度も誰一人怪我も
なく、渋滞以外は無事に終えることが出来ました。道中、おと
なしい方がたくさん喋る姿など、普段見られないような姿も
見受けられて職員としても驚きがありました。
　翌週から普段の仕事の日々に戻りましたが、また次回の日
帰り旅行の無事に参加出来るように日頃から健康で元気に、
今後も共に働く活気のある事業所にしていきたいと思ってい
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　文：西出　英高
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瑞穂町福祉作業所
さくら
　Ｓ・Ｋ さん
　８月から入りました。
お仕事を頑張っていき
ます。よろしくお願い
します。

あかつき授産所
送迎担当
　　島田 俊夫 さん
　日は浅い新米の自分で
すが、あかつきコロニーの
スタッフの皆様方の誠実、
謙虚、寛容、のお導きによ
り共に力を合わせながら
良い結果が出れば嬉しい
限りです。そして業務ばか
りでなく、日々の移ろい
に心くじけそうになって
も親身になってくれる深
い優しさも感じ得てます。
　箸にも、棒にも、かか
らない自分ですが、少し
でもお役に立てれば超悦
至極の極まりです。

あかつき授産所
作業部２課
　　福岡 菜央 さん
　10月から入所しまし
た。歌の番組が大好き
です。ＪＰＯＰや、アニ
メソング等をカラオケ
で歌う事も好きです。
　仕事を一生懸命が
んばりたいと思ってい
ます。よろしくお願い
します。

瑞穂町福祉
センターあゆみ
　　會田 千秋 さん
　9月より看護師として
勤務させて頂いており
ます「アイダ」です。
　看護師としての経験
をいかし利用者様の体
調管理に務めたいと思
います。
　趣味は愛犬達とのお
散歩、出かけることです。
これからも宜しくお願
い致します。

瑞穂町障害者
就労支援センター　
　　中原 敏子 さん
　前職は市役所・生活
福祉課の就労支援員を
担当していました。前職
とは支援の仕方に異な
る点が多く戸惑うこと
も有りますが、一人ひと
りに合った仕事を見つ
け、充実した社会生活
を送れるような支援を
目指し、努めて行きたい
と思います。よろしくお
願い致します。

　

初
任
者
研
修
に
参
加
し
て

　
　

あ
か
つ
き
授
産
所

作
業
部
二
課　

宮
川　

浩
樹

　

2
0
2
4
年
10
月
１
日
２
日
の
二

日
間
、
東
京
都
社
会
福
祉
保
健
医
療

研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
初
任
者
研
修
を

受
講
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

福
祉
業
界
で
の
経
験
が
全
く
な
い

私
に
と
っ
て
、
こ
の
研
修
は
新
た
な

知
識
や
考
え
方
を
学
び
、
さ
ま
ざ
ま

な
福
祉
の
基
本
理
念
に
触
れ
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
事
前
課
題
と
し
て
、
テ
キ

ス
ト
を
読
み
重
要
と
感
じ
た
ポ
イ
ン

ト
と
活
用
の
視
点
の
書
き
出
し
と
、

自
己
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
作
成
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
講
義
の
中

で
グ
ル
ー
プ
内
発
表
を
し
合
い
、
分

野
の
違
い
や
経
験
の
違
い
で
そ
れ
ぞ

れ
が
感
じ
る
ポ
イ
ン
ト
が
違
い
、
ま

た
、
同
じ
ポ
イ
ン
ト
で
も
活
用
の
視

点
が
違
っ
た
り
と
、
と
て
も
貴
重
な

意
見
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

講
義
に
参
加
さ
れ
て
い
た
方
々
に

は
高
齢
者
福
祉
、
障
害
者
福
祉
、
児

童
福
祉
、
就
労
支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
福
祉
分
野
の
方
が
居
ま
し
た
。
そ

の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
方
々
と
グ
ル

ー
プ
を
組
み
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通

じ
て
お
互
い
の
現
場
か
ら
の
観
点
で

議
論
を
す
る
こ
と
で
、
ひ
と
つ
の
問

題
も
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
の
視
点
や

ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
な
ど
幅
広
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
の
グ
ル

ー
プ
メ
ン
バ
ー
の
方
は
現
職
場
以
前

に
も
経
験
を
積
ま
れ
て
い
る
方
が
多

く
、
議
論
を
重
ね
て
い
く
中
で
福
祉

の
重
要
性
と
そ
の
奥
深
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
の
議
論
を
す
る

際
も
「
進
行
役
、
タ
イ
ム
キ
ー
パ
ー
、

発
表
者
」
な
ど
役
割
を
決
め
、
グ
ル

ー
プ
内
全
員
が
順
番
で
全
役
割
を
担

当
し
、
話
を
進
め
る
大
変
さ
や
サ
ポ

ー
ト
の
重
要
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通

じ
て
感
じ
た
の
は
、
福
祉
の
す
べ
て

の
分
野
に
共
通
す
る
「
利
用
者
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
を
守
り
、
自
立

を
支
援
す
る
」
と
い
う
理
念
の
重
要

性
で
し
た
。
高
齢
者
、
障
害
者
、
子

ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
、

支
援
員
と
し
て
利
用
者
の
目
線
に
立

ち
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
福
祉
の
仕
事

は
一
人
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
く

他
職
種
や
地
域
社
会
と
の
連
携
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
も
学
び
ま
し

た
。

　

今
回
の
初
任
者
研
修
２
日
間
を
通

じ
て
、
未
経
験
で
あ
る
私
で
も
福
祉

の
基
本
的
な
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
少
な
か
ら
ず
自
信
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
福
祉
の

仕
事
が
「
人
の
生
活
を
支
え
、
社
会

に
貢
献
す
る
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
」
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
同

時
に
現
場
で
経
験
を
積
む
こ
と
で
し

か
身
に
つ
か
な
い
ス
キ
ル
も
多
い
と

感
じ
ま
し
た
。
今
後
は
、
初
任
者
研

修
で
学
ん
だ
事
を
も
と
に
、
実
際
の

福
祉
現
場
で
経
験
を
積
み
な
が
ら
さ

ら
に
知
識
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
大
切
に
し
、

今
後
も
学
び
続
け
る
姿
勢
を
忘
れ
ず

に
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

法
人
内
研
修『
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
』

　
　

あ
か
つ
き
授
産
所

課
長　

茂
木　

伸
之

　

当
法
人
で
は
、
研
修
委
員
会
で
研

修
内
容
を
立
案
し
、
毎
月
動
画
視
聴

研
修
と
、
上
期
、
下
期
と
年
２
回
の

法
人
内
研
修
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

９
月
18
日
、
19
日
に
開
催
し
た
法

人
内
研
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
上
層

部
か
ら
新
人
職
員
、
ま
た
非
常
勤
職

員
を
含
め
、
支
援
の
質
の
向
上
や
外

部
機
関
等
と
の
よ
り
良
い
関
係
性
を

保
つ
た
め
に
、
改
め
て
社
会
性
や
接

遇
マ
ナ
ー
に
視
点
を
あ
て
、「
仕
事

に
対
す
る
姿
勢
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

も
と
、
福
祉
職
に
お
け
る
仕
事
に
対

す
る
姿
勢
や
心
構
え
、
組
織
で
働
く

際
に
守
る
べ
き
こ
と
、
福
祉
職
に
特

有
の
重
要
な
要
素
に
つ
い
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
て
外
部
講
師
を
お
招
き
し

学
ぶ
場
を
設
け
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
と
し
て
、
６
つ
の
項
目

が
あ
り
、
個
人
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ

た
研
修
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

①　
【
仕
事
を
す
る
時
の
心
構
え
】

の
中
で
は
、（
福
祉
の
プ
ロ
と
し

て
の
こ
だ
わ
り
）
と
い
う
個
人
ワ

ー
ク
が
あ
り
、発
表
者
か
ら
は「
利

用
者
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
支
援

の
提
供
を
行
う
事
」
や
「
専
門
的

な
知
識
や
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、

支
援
に
活
か
し
て
い
く
」
な
ど
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

②　
【
組
織
で
働
く
時
に
守
り
た
い

こ
と
】
で
は
、
組
織
の
ル
ー
ル
を

守
る
事
、
担
当
業
務
を
最
後
ま
で

や
り
遂
げ
る
責
任
感
、
新
し
い
ス

キ
ル
な
ど
を
習
得
す
る
自
己
成
長
、

周
り
の
人
と
協
力
し
仕
事
を
進
め

る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
の
学

び
が
あ
り
ま
し
た
。

③　
【
福
祉
職
の
三
種
の
神
器
】
で

は
メ
ラ
ビ
ア
ン
の
法
則
の
お
話
が

あ
り
、
人
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
際
、
言
葉
（
７
％
）、

声
の
ト
ー
ン
（
38
％
）、
視
覚
情

報
（
55
％
）
の
割
合
で
相
手
に
影

響
を
与
え
る
法
則
が
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
言
葉
よ
り

も
声
の
ト
ー
ン
や
表
情
な
ど
の
視

覚
情
報
の
方
が
印
象
に
大
き
く
影

響
を
す
る
た
め
、
言
葉
だ
け
で
は

不
十
分
で
あ
る
こ
と
や
、
第
一
印

象
が
大
切
な
事
と
の
学
び
が
あ
り

ま
し
た
。

④　
【
福
祉
職
に
求
め
ら
れ
る
３
つ

の
力
】
で
は
、（
ア
ク
シ
ョ
ン
）

挑
戦
す
る
行
動
力
、（
シ
ン
キ
ン

グ
）
問
題
解
決
能
力
、（
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
）
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し
目

標
達
成
と
、
働
く
上
で
重
要
な
３

つ
の
力
と
感
じ
、
当
法
人
で
も
必

要
な
力
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

⑤　
【
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
は
】
で
は

（
あ
な
た
の
職
場
で
の
役
割
）
と

い
う
個
人
ワ
ー
ク
が
あ
り
、
自
分

自
身
の
役
割
を
文
字
に
す
る
こ
と

で
、
自
分
を
振
り
返
り
役
割
を
明

確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
と

思
い
ま
す
。

⑥　
【
報
告
・
連
絡
・
相
談
の
重
要
性
】

で
は
、
仕
事
を
進
め
る
上
で
欠
か

せ
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

基
本
と
な
り
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

円
滑
に
し
業
務
効
率
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
社
会
人
と
し
て
重
要
な

事
と
の
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
委
員
会
で
感
想
を
ま
と
め
た

結
果
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
職
員
間
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を
感

じ
た
こ
と
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
良
化

す
る
た
め
に
は
報
連
相
が
重
要
と
い

う
こ
と
を
再
認
識
し
た
と
の
意
見
が

多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
を

通
じ
て
、
チ
ー
ム
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
に
責
任
を
持
ち
、
職
員
間
で

も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
同

じ
目
標
を
持
つ
事
で
、
支
援
の
質
の

向
上
や
職
場
と
し
て
よ
り
良
い
環
境

づ
く
り
を
職
員
全
体
で
意
識
出
来
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

研
修
報
告

　

主　

な　

事　

柄

我が家の
　　　ペット自慢

今回紹介するのは、スペース・まどかから木村優輝さんのペット。
ペット自慢５回目にして初登場の爬虫類さん。〝ヒョウモントカゲモドキ″です。

見た目はトカゲ、でもヤモリの仲間。なんだか不思議な見た目
ですよね。栄養を蓄える為の太い尻尾と鮮やかな模様が特徴で
す。複数の子達を飼っていますが、それぞれ色や模様が違い個
性的な所が魅力です。飼育において高温かつ高湿度な環境を好
むので自作で温室を作ったり、湿度を保つ為に色々と工夫をし
て育てています。爬虫類は懐く事が無いので餌を与える時間が
唯一のふれあい時間です。

　

５　

あ
ゆ
み
引
き
渡
し
訓
練

　

15　

さ
く
ら
利
用
者
健
康
診
断

　

17　

あ
ゆ
み
日
帰
り
旅
行

　

18　

虐
待
防
止
・
身
体
拘
束
適
正
化

　
　
　

検
討
委
員
会

　
　
　

非
常
通
報
装
置
点
検（
さ
く
ら
）

　

21　

法
人
施
設
利
用
者
健
診

　

22　

瑞
穂
町
指
定
管
理
委
員
会

　
　
　

研
修
委
員
会

　

23　

法
人
施
設
改
築
工
事
入
札
会

　
　
　

洗
濯
機
移
設
工
事
（
授
産
所
）

　

27　

福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

（
あ
ゆ
み
・
さ
く
ら
・
瑞
穂
就
労
）

　

31　

法
人
施
設
火
災
避
難
訓
練

11　

月

　

７　

空
調
設
備
点
検　
　
（
さ
く
ら
）

　

９　

瑞
穂
町
産
業
ま
つ
り

（
10
日
迄　
あ
ゆ
み・さ
く
ら・
瑞
穂
就
労
）

　

14　

理
事
会

　

15　

と
ら
い
引
越
し

　

19　

研
修
委
員
会

　

22　

さ
く
ら
日
帰
り
旅
行

　

28　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練

　
12　

月

　

５　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

（
あ
ゆ
み
）

　

21　

あ
ゆ
み
ク
リ
ス
マ
ス
会

（
タ
イ
ム
ケ
ア
）

　

24　

あ
ゆ
み
ク
リ
ス
マ
ス
会
（
地
活
）

　

25　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練

８　

月

　

１　

法
人
施
設
ボ
イ
ラ
ー
解
体
・

　
　
　

検
査　
　
　
　
　
　
（
２
日
迄
）

　

３　

法
人
施
設
水
質
検
査

　

５　

羽
村
特
支
職
員
研
修
受
入
れ

（
６
日
迄　

授
産
所
）

　

７　

羽
村
特
支
職
員
研
修
受
入
れ

（
さ
く
ら
）

　

21　

羽
村
特
支
職
員
研
修
受
入
れ

（
さ
く
ら
）

　

22　

第
三
者
評
価
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

（
授
産
所
・
ま
ど
か
）

　

24　

夕
涼
み
会　
　
　
　
（
あ
ゆ
み
）

　

26　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練（
地
活
）

　

29　

研
修
委
員
会

　

31　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練

（
タ
イ
ム
ケ
ア
）

９　

月

　

13　

防
火
設
備
点
検
（
法
人
施
設
）

　
　
　

消
防
立
入
り
検
査
（
さ
く
ら
）

　

17　

法
人
施
設
災
害
時
対
応
訓
練

　
　
　

さ
く
ら
保
護
者
会

　

27　

さ
く
ら
地
震
避
難
訓
練

　

28　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練

　

30　

創
立
記
念
日

10　

月

　

１　

法
人
施
設
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査

　

２　

石
畑
保
育
園
交
流
会（
あ
ゆ
み
）

　

３　

防
火
設
備
点
検　
　
（
さ
く
ら
）

新

人

紹

介
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瑞穂町福祉作業所
さくら
　Ｓ・Ｋ さん
　８月から入りました。
お仕事を頑張っていき
ます。よろしくお願い
します。

あかつき授産所
送迎担当
　　島田 俊夫 さん
　日は浅い新米の自分で
すが、あかつきコロニーの
スタッフの皆様方の誠実、
謙虚、寛容、のお導きによ
り共に力を合わせながら
良い結果が出れば嬉しい
限りです。そして業務ばか
りでなく、日々の移ろい
に心くじけそうになって
も親身になってくれる深
い優しさも感じ得てます。
　箸にも、棒にも、かか
らない自分ですが、少し
でもお役に立てれば超悦
至極の極まりです。

あかつき授産所
作業部２課
　　福岡 菜央 さん
　10月から入所しまし
た。歌の番組が大好き
です。ＪＰＯＰや、アニ
メソング等をカラオケ
で歌う事も好きです。
　仕事を一生懸命が
んばりたいと思ってい
ます。よろしくお願い
します。

瑞穂町福祉
センターあゆみ
　　會田 千秋 さん
　9月より看護師として
勤務させて頂いており
ます「アイダ」です。
　看護師としての経験
をいかし利用者様の体
調管理に務めたいと思
います。
　趣味は愛犬達とのお
散歩、出かけることです。
これからも宜しくお願
い致します。

瑞穂町障害者
就労支援センター　
　　中原 敏子 さん
　前職は市役所・生活
福祉課の就労支援員を
担当していました。前職
とは支援の仕方に異な
る点が多く戸惑うこと
も有りますが、一人ひと
りに合った仕事を見つ
け、充実した社会生活
を送れるような支援を
目指し、努めて行きたい
と思います。よろしくお
願い致します。

　

初
任
者
研
修
に
参
加
し
て

　
　

あ
か
つ
き
授
産
所

作
業
部
二
課　

宮
川　

浩
樹

　

2
0
2
4
年
10
月
１
日
２
日
の
二

日
間
、
東
京
都
社
会
福
祉
保
健
医
療

研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
初
任
者
研
修
を

受
講
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

福
祉
業
界
で
の
経
験
が
全
く
な
い

私
に
と
っ
て
、
こ
の
研
修
は
新
た
な

知
識
や
考
え
方
を
学
び
、
さ
ま
ざ
ま

な
福
祉
の
基
本
理
念
に
触
れ
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
事
前
課
題
と
し
て
、
テ
キ

ス
ト
を
読
み
重
要
と
感
じ
た
ポ
イ
ン

ト
と
活
用
の
視
点
の
書
き
出
し
と
、

自
己
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
作
成
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
講
義
の
中

で
グ
ル
ー
プ
内
発
表
を
し
合
い
、
分

野
の
違
い
や
経
験
の
違
い
で
そ
れ
ぞ

れ
が
感
じ
る
ポ
イ
ン
ト
が
違
い
、
ま

た
、
同
じ
ポ
イ
ン
ト
で
も
活
用
の
視

点
が
違
っ
た
り
と
、
と
て
も
貴
重
な

意
見
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

講
義
に
参
加
さ
れ
て
い
た
方
々
に

は
高
齢
者
福
祉
、
障
害
者
福
祉
、
児

童
福
祉
、
就
労
支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
福
祉
分
野
の
方
が
居
ま
し
た
。
そ

の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
方
々
と
グ
ル

ー
プ
を
組
み
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通

じ
て
お
互
い
の
現
場
か
ら
の
観
点
で

議
論
を
す
る
こ
と
で
、
ひ
と
つ
の
問

題
も
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
の
視
点
や

ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
な
ど
幅
広
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
の
グ
ル

ー
プ
メ
ン
バ
ー
の
方
は
現
職
場
以
前

に
も
経
験
を
積
ま
れ
て
い
る
方
が
多

く
、
議
論
を
重
ね
て
い
く
中
で
福
祉

の
重
要
性
と
そ
の
奥
深
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
の
議
論
を
す
る

際
も
「
進
行
役
、
タ
イ
ム
キ
ー
パ
ー
、

発
表
者
」
な
ど
役
割
を
決
め
、
グ
ル

ー
プ
内
全
員
が
順
番
で
全
役
割
を
担

当
し
、
話
を
進
め
る
大
変
さ
や
サ
ポ

ー
ト
の
重
要
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通

じ
て
感
じ
た
の
は
、
福
祉
の
す
べ
て

の
分
野
に
共
通
す
る
「
利
用
者
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
を
守
り
、
自
立

を
支
援
す
る
」
と
い
う
理
念
の
重
要

性
で
し
た
。
高
齢
者
、
障
害
者
、
子

ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
、

支
援
員
と
し
て
利
用
者
の
目
線
に
立

ち
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
福
祉
の
仕
事

は
一
人
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
く

他
職
種
や
地
域
社
会
と
の
連
携
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
も
学
び
ま
し

た
。

　

今
回
の
初
任
者
研
修
２
日
間
を
通

じ
て
、
未
経
験
で
あ
る
私
で
も
福
祉

の
基
本
的
な
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
少
な
か
ら
ず
自
信
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
福
祉
の

仕
事
が
「
人
の
生
活
を
支
え
、
社
会

に
貢
献
す
る
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
」
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
同

時
に
現
場
で
経
験
を
積
む
こ
と
で
し

か
身
に
つ
か
な
い
ス
キ
ル
も
多
い
と

感
じ
ま
し
た
。
今
後
は
、
初
任
者
研

修
で
学
ん
だ
事
を
も
と
に
、
実
際
の

福
祉
現
場
で
経
験
を
積
み
な
が
ら
さ

ら
に
知
識
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
大
切
に
し
、

今
後
も
学
び
続
け
る
姿
勢
を
忘
れ
ず

に
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

法
人
内
研
修『
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
』

　
　

あ
か
つ
き
授
産
所

課
長　

茂
木　

伸
之

　

当
法
人
で
は
、
研
修
委
員
会
で
研

修
内
容
を
立
案
し
、
毎
月
動
画
視
聴

研
修
と
、
上
期
、
下
期
と
年
２
回
の

法
人
内
研
修
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

９
月
18
日
、
19
日
に
開
催
し
た
法

人
内
研
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
上
層

部
か
ら
新
人
職
員
、
ま
た
非
常
勤
職

員
を
含
め
、
支
援
の
質
の
向
上
や
外

部
機
関
等
と
の
よ
り
良
い
関
係
性
を

保
つ
た
め
に
、
改
め
て
社
会
性
や
接

遇
マ
ナ
ー
に
視
点
を
あ
て
、「
仕
事

に
対
す
る
姿
勢
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

も
と
、
福
祉
職
に
お
け
る
仕
事
に
対

す
る
姿
勢
や
心
構
え
、
組
織
で
働
く

際
に
守
る
べ
き
こ
と
、
福
祉
職
に
特

有
の
重
要
な
要
素
に
つ
い
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
て
外
部
講
師
を
お
招
き
し

学
ぶ
場
を
設
け
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
と
し
て
、
６
つ
の
項
目

が
あ
り
、
個
人
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ

た
研
修
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

①　
【
仕
事
を
す
る
時
の
心
構
え
】

の
中
で
は
、（
福
祉
の
プ
ロ
と
し

て
の
こ
だ
わ
り
）
と
い
う
個
人
ワ

ー
ク
が
あ
り
、発
表
者
か
ら
は「
利

用
者
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
支
援

の
提
供
を
行
う
事
」
や
「
専
門
的

な
知
識
や
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、

支
援
に
活
か
し
て
い
く
」
な
ど
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

②　
【
組
織
で
働
く
時
に
守
り
た
い

こ
と
】
で
は
、
組
織
の
ル
ー
ル
を

守
る
事
、
担
当
業
務
を
最
後
ま
で

や
り
遂
げ
る
責
任
感
、
新
し
い
ス

キ
ル
な
ど
を
習
得
す
る
自
己
成
長
、

周
り
の
人
と
協
力
し
仕
事
を
進
め

る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
の
学

び
が
あ
り
ま
し
た
。

③　
【
福
祉
職
の
三
種
の
神
器
】
で

は
メ
ラ
ビ
ア
ン
の
法
則
の
お
話
が

あ
り
、
人
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
際
、
言
葉
（
７
％
）、

声
の
ト
ー
ン
（
38
％
）、
視
覚
情

報
（
55
％
）
の
割
合
で
相
手
に
影

響
を
与
え
る
法
則
が
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
言
葉
よ
り

も
声
の
ト
ー
ン
や
表
情
な
ど
の
視

覚
情
報
の
方
が
印
象
に
大
き
く
影

響
を
す
る
た
め
、
言
葉
だ
け
で
は

不
十
分
で
あ
る
こ
と
や
、
第
一
印

象
が
大
切
な
事
と
の
学
び
が
あ
り

ま
し
た
。

④　
【
福
祉
職
に
求
め
ら
れ
る
３
つ

の
力
】
で
は
、（
ア
ク
シ
ョ
ン
）

挑
戦
す
る
行
動
力
、（
シ
ン
キ
ン

グ
）
問
題
解
決
能
力
、（
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
）
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し
目

標
達
成
と
、
働
く
上
で
重
要
な
３

つ
の
力
と
感
じ
、
当
法
人
で
も
必

要
な
力
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

⑤　
【
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
は
】
で
は

（
あ
な
た
の
職
場
で
の
役
割
）
と

い
う
個
人
ワ
ー
ク
が
あ
り
、
自
分

自
身
の
役
割
を
文
字
に
す
る
こ
と

で
、
自
分
を
振
り
返
り
役
割
を
明

確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
と

思
い
ま
す
。

⑥　
【
報
告
・
連
絡
・
相
談
の
重
要
性
】

で
は
、
仕
事
を
進
め
る
上
で
欠
か

せ
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

基
本
と
な
り
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

円
滑
に
し
業
務
効
率
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
社
会
人
と
し
て
重
要
な

事
と
の
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
委
員
会
で
感
想
を
ま
と
め
た

結
果
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
職
員
間
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を
感

じ
た
こ
と
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
良
化

す
る
た
め
に
は
報
連
相
が
重
要
と
い

う
こ
と
を
再
認
識
し
た
と
の
意
見
が

多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
を

通
じ
て
、
チ
ー
ム
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
に
責
任
を
持
ち
、
職
員
間
で

も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
同

じ
目
標
を
持
つ
事
で
、
支
援
の
質
の

向
上
や
職
場
と
し
て
よ
り
良
い
環
境

づ
く
り
を
職
員
全
体
で
意
識
出
来
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

研
修
報
告

　

主　

な　

事　

柄

我が家の
　　　ペット自慢

今回紹介するのは、スペース・まどかから木村優輝さんのペット。
ペット自慢５回目にして初登場の爬虫類さん。〝ヒョウモントカゲモドキ″です。

見た目はトカゲ、でもヤモリの仲間。なんだか不思議な見た目
ですよね。栄養を蓄える為の太い尻尾と鮮やかな模様が特徴で
す。複数の子達を飼っていますが、それぞれ色や模様が違い個
性的な所が魅力です。飼育において高温かつ高湿度な環境を好
むので自作で温室を作ったり、湿度を保つ為に色々と工夫をし
て育てています。爬虫類は懐く事が無いので餌を与える時間が
唯一のふれあい時間です。

　

５　

あ
ゆ
み
引
き
渡
し
訓
練

　

15　

さ
く
ら
利
用
者
健
康
診
断

　

17　

あ
ゆ
み
日
帰
り
旅
行

　

18　

虐
待
防
止
・
身
体
拘
束
適
正
化

　
　
　

検
討
委
員
会

　
　
　

非
常
通
報
装
置
点
検（
さ
く
ら
）

　

21　

法
人
施
設
利
用
者
健
診

　

22　

瑞
穂
町
指
定
管
理
委
員
会

　
　
　

研
修
委
員
会

　

23　

法
人
施
設
改
築
工
事
入
札
会

　
　
　

洗
濯
機
移
設
工
事
（
授
産
所
）

　

27　

福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

（
あ
ゆ
み
・
さ
く
ら
・
瑞
穂
就
労
）

　

31　

法
人
施
設
火
災
避
難
訓
練

11　

月

　

７　

空
調
設
備
点
検　
　
（
さ
く
ら
）

　

９　

瑞
穂
町
産
業
ま
つ
り

（
10
日
迄　
あ
ゆ
み・さ
く
ら・
瑞
穂
就
労
）

　

14　

理
事
会

　

15　

と
ら
い
引
越
し

　

19　

研
修
委
員
会

　

22　

さ
く
ら
日
帰
り
旅
行

　

28　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練

　
12　

月

　

５　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

（
あ
ゆ
み
）

　

21　

あ
ゆ
み
ク
リ
ス
マ
ス
会

（
タ
イ
ム
ケ
ア
）

　

24　

あ
ゆ
み
ク
リ
ス
マ
ス
会
（
地
活
）

　

25　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練

８　

月

　

１　

法
人
施
設
ボ
イ
ラ
ー
解
体
・

　
　
　

検
査　
　
　
　
　
　
（
２
日
迄
）

　

３　

法
人
施
設
水
質
検
査

　

５　

羽
村
特
支
職
員
研
修
受
入
れ

（
６
日
迄　

授
産
所
）

　

７　

羽
村
特
支
職
員
研
修
受
入
れ

（
さ
く
ら
）

　

21　

羽
村
特
支
職
員
研
修
受
入
れ

（
さ
く
ら
）

　

22　

第
三
者
評
価
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

（
授
産
所
・
ま
ど
か
）

　

24　

夕
涼
み
会　
　
　
　
（
あ
ゆ
み
）

　

26　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練（
地
活
）

　

29　

研
修
委
員
会

　

31　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練

（
タ
イ
ム
ケ
ア
）

９　

月

　

13　

防
火
設
備
点
検
（
法
人
施
設
）

　
　
　

消
防
立
入
り
検
査
（
さ
く
ら
）

　

17　

法
人
施
設
災
害
時
対
応
訓
練

　
　
　

さ
く
ら
保
護
者
会

　

27　

さ
く
ら
地
震
避
難
訓
練

　

28　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練

　

30　

創
立
記
念
日

10　

月

　

１　

法
人
施
設
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査

　

２　

石
畑
保
育
園
交
流
会（
あ
ゆ
み
）

　

３　

防
火
設
備
点
検　
　
（
さ
く
ら
）

新

人

紹

介



入
所・退
所

入
所・退
所

　

寄　
　

贈

　

出　

張
・
研　

修

8

８　

月

　

２　

瑞
穂
町
自
立
支
援
協
議
会

（
戸
村
・
西
出
）

　

６　

依
存
症
講
習
会　
　
　
（
神
山
）

　

８　

Ｗ
Ｊ
理
事
会　
　
　
　
（
髙
橋
）

　

９　

精
神
業
務
連
絡
会

（
藤
澤
・
冨
田
））

　

15　

現
任
研
修
フ
ァ
シ
リ

（
16
日
迄　

神
山
）

　

20　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

（
神
山
・
増
渕
）

　
　
　

虐
待
防
止
・
権
利
擁
護
研
修

（
山
崎
純
）

　

21　

武
蔵
村
山
市
就
労
支
援
部
会

（
冨
田
・
茂
木
・
神
山
）

　

22　

虐
待
防
止
・
権
利
擁
護
研
修

（
橋
本
）

　
　
　

就
労
ネ
ッ
ト　
　
　
　
（
鈴
木
）

　

27　

工
賃
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（

大
庭
）

　
　
　

相
談
支
援
現
任
者
研
修

（
28
日
迄　

戸
村
）

　

28　

武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会

（
髙
橋
・
冨
田
）

９　

月

　

２　

多
摩
総
公
開
講
座　
　
（
冨
田
）

　

３　

Ｊ
Ｄ
Ｆ
能
登
被
災
地
支
援

（
７
日
迄　

松
木
）

　

４　

虐
待
防
止
・
権
利
擁
護
研
修

（
田
中
隆
）

　

10　

精
神
就
労
定
着
支
援
研
修（

齋
藤
）

　
　
　

け
る
ん
講
演
会　
　
（
冨
田
）

　

12　

ゼ
ン
コ
ロ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

（
13
日
迄　

遠
藤
）

　

13　

地
域
連
携
会
議
（
藤
澤
・
冨
田
）

　

17　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

（
神
山
・
増
渕
）

　
　
　

強
度
行
動
障
害
支
援
研
修

（
加
藤
千
）

　

18　

接
遇
・
マ
ナ
ー
法
人
内
研
修

　

19　

接
遇
・
マ
ナ
ー
法
人
内
研
修

　
　
　

防
火
管
理
者
研
修　
　
（
戸
村
）

　

24　

瑞
穂
町
就
労
部
会（

戸
村
・
西
出
）

　

25　

サ
ビ
管
更
新
研
修　
　
（
藤
澤
）

　

26　

就
労
ネ
ッ
ト　
　
　
（
鈴
木
）

　

27　

初
任
研
修
フ
ァ
シ
リ
（
神
山
）

　
　
　

任
意
の
会　
　
　
　
　
（
鈴
木
）

　

30　

就
労
選
択
支
援
勉
強
会（
冨
田
）

　
　
　

障
害
者
雇
用
連
絡
会
議（
中
原
）

10　

月

　

１　

初
任
者
研
修（
２
日
迄　

宮
川
）

　

３　

強
度
行
動
障
害
研
修（
田
中
隆
）

　

11　

精
神
業
務
連
絡
会（

藤
澤
・
冨
田
）

　

７　

サ
ビ
管
更
新
研
修　
　
（
戸
村
）

　

15　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

（
神
山
・
増
渕
）

　

17　

Ｗ
Ｊ
国
際
交
流
（
髙
橋
・
遠
藤
）

　

18　

防
火
管
理
者
研
修　
　
（
戸
村
）

　

22　

安
全
運
転
管
理
者
講
習（
永
井
）

　

23　

武
蔵
村
山
市
就
労
支
援
部
会

（
冨
田
・
茂
木
・
神
山
）

　
　
　

社
福
法
人
連
絡
会　
（
西
出
）

　

24　

Ｗ
Ｊ
国
際
交
流
（
髙
橋
・
遠
藤
）

　
　
　

就
労
ネ
ッ
ト
（
鈴
木
・
田
中
隆
）

　

29　

Ｊ
Ｄ
労
働
雇
用
意
見
交
流
会

（
遠
藤
）

　

30　

初
任
研
修
フ
ァ
シ
リ

（
31
日
迄
・
神
山
）

　

31　

東
久
留
米
特
別
支
援
校
連
絡
会

（
冨
田
・
鈴
木
）

11　

月

　

１　

Ｗ
Ｊ
理
事
会　
　
　
　
（
髙
橋
）

　

６　

多
摩
連
絡
会
議　
　
　
（
冨
田
）

　

８　

地
域
連
携
会
議　
　
　
（
藤
澤
）

　

７　

食
品
衛
生
講
習
会　
　
（
大
月
）

　

13　

強
度
行
動
障
害
研
修
（
増
渕
）

　

15　

羽
村
特
支
運
営
連
絡
協
議
会

（
西
田
）

　

19　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　

20　

ゼ
ン
コ
ロ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

　
　
　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ　
　
（
遠
藤
）

　

22　

権
利
擁
護
連
携
会
議
（
冨
田
）

　

25　

西
多
摩
の
会　
　
　
（
利
根
川
）

　

27　

武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会

（
髙
橋
・
冨
田
）

　
　
　

初
任
研
修
フ
ァ
シ
リ
（
神
山
）

　

28　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
従
事
者
講
習

（
田
中
駿
）

　
　
　

就
労
ネ
ッ
ト　
　
　
　
（
鈴
木
）

12　

月

　

５　

強
度
行
動
障
害
研
修（
田
中
隆
）

　

10　

安
全
運
転
管
理
者
講
習

（
五
十
嵐
・
戸
村
）

　

12　

た
ら
ん
と
講
演
会　

（
冨
田
・
利
根
川
・
中
原
）

　
　
　

虐
待
・
身
体
拘
束
法
人
内
研
修

　

13　

４
市
合
同
相
談
支
援
交
流
会

（
神
山
・
増
渕
）

　
　
　

精
神
業
務
連　
（
藤
澤
・
冨
田
）

　

17　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

（
神
山
・
増
渕
）

　
　
　

虐
待
・
身
体
拘
束
法
人
内
研
修

　

18　

あ
す
は
の
会
事
例
報
告
会

（
神
山
・
増
渕
）

　
　
　

武
蔵
村
山
市
就
労
支
援
部
会

（
冨
田
・
茂
木
・
神
山
）

　

20　

強
度
行
動
障
害
研
修（
田
中
隆
）

　

23　

就
労
選
択
支
援
勉
強
会（
冨
田
）

　

26　

就
労
ネ
ッ
ト
（
鈴
木
・
田
中
隆
）

＊
出
張
・
研
修
に
は
リ
モ
ー
ト

に
よ
る
会
議
も
含
ま
れ
ま
す
。

■
入
所

　

８
月　

Ｓ
・
Ｋ　
　
　
（
さ
く
ら
）

　

９
月　

會
田　

千
秋
（
あ
ゆ
み
）

　
　
　
　

中
原　

敏
子
（
瑞
穂
就
労
）

　

10
月　

福
岡　

菜
央
（
授
産
所
）

　
　
　
　

島
田　

俊
夫
（
授
産
所
）

■
退
所

　

８
月　

武
藤　

浩
一
（
と
ら
い
）

　

９
月　

井
上　

弘
樹
（
授
産
所
）

　
　
　
　

齊
藤　

寿
之
（
授
産
所
）

　
　
　
　

橋
本　

達
典
（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

岡
部　

伸
司
（
あ
ゆ
み
）

　

10
月　

服
部　
　

泉
（
あ
ゆ
み
）

　

11
月　

永
井　

章
博
（
ま
ど
か
）

　

９
月
18
日
、
ブ
ー
ル
ミ
ッ
シ

ュ
様
よ
り
お
菓
子
の
ご
寄
贈
を

頂
き
ま
し
た
。
謹
ん
で
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

12
月
21
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
ゆ
み
に
お
い
て
、
イ
オ
ン
モ

ー
ル
む
さ
し
村
山
様
よ
り
ク
リ

ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
ご
寄
贈

を
頂
き
ま
し
た
。
謹
ん
で
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
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